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１．活動報告（ 事務局 記） 

―３月５日（日）参加者１６名で、実施した作業内容は、以下の通りです。 

  ①橋前後や溜池・草原部周囲の土もち作業および旧橋の撤去 

 ②水路暗渠の補修および降り口の設置 

 ③除去した草および解体したイス材の焼却 

 ④湿地帯の除草 

 また、作業前に管会員より“生物多様性市民会議”の報告がありました。  

 

―３月１８日（土）参加者１４名で、実施した作業内容は、以下の通りです。 

  ①湿地帯遊歩道の修復（旧遊歩道の撤去、Ｕ字溝を用いた遊歩道の設置）  

 ②草原地帯に積み上げた除去草の焼却 

 ③駐車場の整地 

 ④ため池の除草 

 

 

２．今後の予定（ 事務局 記） 

◎来訪者 

 予定はありません 

◎行 事 

―３月３０日（木）会計監査、役員事務局会議 

―４月２日（日）平成２９年度総会 

―４月１５日（土）親子自然観察隊（決隊式及び食べられる野草） 

 

 

３．来訪者の声 

３月１１日（土）シュアリングネイチャ－の会（松田代表）さんより 

 ネイチャー活動でビオトープを使わせて頂きました。原田事務局さんに了解を得て餅つき 

でビオトープの臼も、お借りしました。 

 おかげで盛大に活動が出来ました。今後もよろしくお願いいたします。 
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４．会員の声-「カブトムシの幼虫 」 （ 管 哲郎 記 ） 

今年もビオトープ内の「昆虫の森」にカブトムシの幼虫が用意されました。会員の原田満

洲男さんより、ご自宅の庭に積んでおいた堆肥の中より２０頭ほどのカブトムシの幼虫が掘

り出されたと連絡がありましたので、ぜひ取っておいてほしいとお願いし、ビオトープの作

業日に引き取りにゆき、衣装ケースに昆虫マットを敷き詰めて幼虫を放し、イノシシに食べ

られないように保護して設置しました。 

全数の羽化は望めませんが、数頭でも成虫になってくれることを願っています。昨年は１

０頭ほどの内、1頭が羽化不全（翅のゆがみ）ながら無事羽化してくれました。本来なら自

宅に持ち帰り、きちんと成虫にしてビオトープに持参すれば効率が良いのですが、それでは

あまり面白くありません。 

それで親子自然観察隊隊員の方々に提案ですが、たぶん来年も幼虫が２０～３０頭ほど手

に入ると思われます、幼虫確認後にエコアップ作業に参加された会員の方に、優先して幼虫

を差し上げようと考えています。ふるってエコアップ作業に参加されませんか。 

以上、隊長よりの提案です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  丸々と成長したカブトムシの幼虫 
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５．ビオトープ関連：「山口県の昆虫たち」  （ 管 哲郎 記） 

（15）マダラアシゾウムシ 

コウチュウ目 ゾウムシ科  

 “ゾウムシ”はゾウの鼻のような口器を持っているのでそう呼ばれているようで、本種の

体長は１６ｍｍ、５月～８月にかけ本州、九州に生息します。クヌギやウルシなどに集まり

ます。体全体がごつごつし、木の幹に同化し、見つかりにくいゾウムシのようです。動きは

緩慢で近づいても逃げようとせずじっとしています。 

 筆者も最初見つけた時には、ゾウムシの仲間とは思いませんでした。しかし、顔をよく見

ると長い鼻を持っていましたので、やはりゾウムシの仲間であると同定できました。甲虫の

種類の中でもゾウムシは種類が多いようです。葉につくゾウムシは近づくとすぐにポロリと

落下してしまい、採集するのが案外に難しく、多くの種類の採集に失敗しました。ゾウムシ

を集め標本をつくりかけたのですが、そんな理由で途中よりあきらめてしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    マダラアシゾウムシ♂          マダラアシゾウムシ♀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               マダラアシゾウムシのペア 
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６．会よりの連絡事項 

１．親子自然観察隊の５月の野鳥観察は、外部講師の都合により５月２７日（土）に変更と

なりました。 

２、落合副会長より、この二俣瀬地区のいろいろな会や退職会の世話役や代表などを沢山仰

せつかっています。それらの活動を実施するにつけ、この一年、全くビオトープ活動に

参加できなく誠に申し訳なく思っています。今後も同様な状態が続きますので、つくる

会の副会長を含め会員も退会したい。原田事務局にお話があり了承しました。永い間ご

苦労様でした。 

 

 

７．編集後記 

 日ごろ、なかなか活動に参加できず申し訳ありません。そのうえ、たまに参加できる作業

日でも、腰痛のため思うように動くことができません。ビオトープでは若いほうなので、こ

んなことを言っていると先輩たちから叱られそうですが、数年前から少しずつ腰痛が始まり、

腰回りがすっきりしないことが多くなりました。運動不足が原因だと考えているので、今は

朝目覚めたら布団の中で簡単な腰痛体操を、就寝前にはラジオ体操をするのを日課にしてい

ます。 

全国的に「高齢化」が社会問題になっていますが、つくる会のメンバーも「高齢化」して

います。平均年齢は何歳なのでしょう？ 

宇部市の平均年齢は 46.74歳(2010年)、高齢化率は 30.3％(2015年)らしいのですが、つ

くる会はそれらをかなり上回っていると思われます。私の予想では平均年齢は 70歳、高齢

化率は？？予測不能です…。 

若い元気な方にどんどん会員になっていただいて、平均年齢や高齢化率を下げていただき

たいものです。そして、作業がすいすい捗るように… 

                     （ 中本 亜矢子 記 ） 


